
睡眠時無呼吸症患者は 

新型コロナウイルスの罹患率は 8倍、重症化率は２倍 

- CPAP による悪影響の可能性は？- 
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世界各地で、新型コロナワクチン接種が始まっております。日本においても医療従事者、高齢者、基礎

疾患の順で接種がスタートし、本学の歯科医師も新型コロナに対するワクチン接種の打ち手として協力

できることになりました。口腔や顎や顔面の腫瘍など大きな手術を行う口腔外科の歯科医師は普段から

全身麻酔や手術の研修を受けて様々な医療行為を学んでおりますが、まさに虫歯の治療を行う歯科医

師にとっては初めての、しかしとても良い経験になると思います。 

さて、先月号にて「ＣＰＡＰ治療」が新型コロナ患者の死亡率を高めるかどうかの結論が６月に報告さ

れると予告しましたが、残念ながら「ＣＯＲＯＮＡＤＯ」の続報は本号に間に合いませんでした。 

睡眠時無呼吸症患者は新型コロナウイルス感染症の罹患率が８倍・重症化率が２倍と米国ノースウェ

スタン大学の研究グループが報告しました。その結果を受け厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会

の予防接種基本方針部会は優先接種対象の基礎疾患（左表）に睡眠時無呼吸症を加えておりま

す。現在、新型コロナ罹患者にＣＰＡＰ特有の為害作用があるのか不明ですが、とにかくワクチンで罹

患を予防することが得策です。 

 

  




